Ⅲ-３
ふりかえろう…子どもとの接し方





ワーク１

【 エピソード① 】


	[bookmark: _Hlk223046291]優しくてのんびりしている兄の春樹（４年生）、活発で元気いっぱいの妹の真由美（３年生）がいます。春樹がゲームをしています。真由美が「私にもやらせて。」と言ってきました。ちょうどいいところなので春樹は「今いいところだからちょっと待ってよ・・。」と言いましたが、真由美は「ねえ、替わってよう・・・。」と何度も言うので言い争いになりました。そこへ親がやってきて、親 「もう、お兄ちゃんだから真由美に替わってあげなさい。」
春樹「もうすぐクリアできるのにぃー・・。もうちょっと待ってよー・・。」
 親 「どうせずっとやってたんでしょ。あなたお兄ちゃんでしょ。替わってあげなさい。」
春樹「なんで『お兄ちゃんお兄ちゃん』って・・いっつもぼくばっかりしかられるんだよー・・。」




●　①のの部分を、親役と春樹役と観察役（１～２名）になって演技してみましょう。役をして、どんなことを感じましたか？


【 エピソード② 】


	洋子（３年生）は、毎年、夏休みに東京からいとこが一人で飛行機に乗って来るのを楽しみにしていました。今年の夏休み、洋子は祖父母と空港にいとこを迎えに行くことを心待ちにしていました。ところが、父は祖母の体の具合を心配し、洋子に知らせないまま祖父母と相談して、父が一人でいとこを迎えに行くことに決めてしまいました。
そのことを知った洋子は、がっかりして腹が立って、父に手紙を書きました。その手紙には、「空港にいとこを迎えに行く約束をじいちゃんとばあちゃんとしていたのに、なんで迎えに行く人を勝手に父さんだけに変えたん！大人だけに相談して、父さんの頭の中には大人しかいなかったん？！子どもの意見も聞いてえや！！」と書いてありました。
真庭市人権啓発資料（ふれあい）NO.20より作成



●　洋子の気持ちを想像してみましょう。こんな風に子どもに言われたら、どのように答えますか？



ワーク２　～子どもの人権を尊重した視点から～


●　子育てについての考え方は、まさに様々です。あなたはどう思いますか？
自分の考えに近いところにしるしをつけましょう。
そう思わない　　　　　　　　 　　　　　そう思う
	保護者が子どものスマホや日記、持ち物を勝手に見ても良い
	

	保護者が子どもの髪型や服装を決めても良い
	

	子どもが自分の意見を大人に言ったら、
「子どもは口を出すな」と言われることはあっても良い
	

	子どもの進路を保護者が決めても良い
	

	子どもの友達付き合いに保護者が口を出しても良い
	

	しつけをするためには、たたくことがあってもよい
	



●　各自で表に記入した後、グループで話し合ってみましょう。


ふりかえり

●　今日の学習で、気付いたことやこれからやってみようと思ったことを書いてみましょう。
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